
第一生命島根支社

Q1 認知症に関する、次の言葉をご存じですか？

①「認知症サポーター」
②「認知症カフェ（オレンジカフェ）」
③「若年性認知症」

認知症に対して、どんなイメージを持ってますか？

□ア．自分で工夫しながら、今まで暮らしてきた地域で生活ができる
□イ．医療・介護などのサポートを利用しながら、今まで暮らしていた地域で生活ができる
□ウ．身の回りのことができなくなり、介護施設に入ってサポートが必要となる
□エ．周りの人に迷惑をかけ、今まで暮らしてきた地域で生活することが難しくなる
□オ．症状が進行していき、何もできなくなってしまう

□ア．家族の中に認知症の人がいる（いた）
□イ．親戚の中に認知症の人がいる（いた）
□ウ．知り合いや友人に認知症の人がいる（いた）
□エ．仕事を通じて接したことがある
□オ．その他の場面で接したことがある
□カ．接したことがない

「MCI」という言葉をご存じですか？

□知っている □知らない
□知っている □知らない
□知っている □知らない

（1つだけお答えください）

今までに認知症の人と接したことがありますか？

□知っている・聞いたことがある □知らない・聞いたことがない

「認知症」に関するアンケート調査

（複数回答可）

ご自身が認知症になったら、どのようなことを不安に感じると思いますか？

□ア．買い物や車の運転など、これまで出来ていたことができなくなるのではないか
□イ．家族に身体的・精神的な負担をかけるのではないか
□ウ．家族以外の周りの人に迷惑をかけるのではないか
□エ．経済的に苦しくなるのではないか
□オ．家族や、大切な思い出を忘れてしまうのではないか
□カ．その他（ ）
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（複数回答可）
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第一生命島根支社

勤務先

※記入いただける方は、成人に限ります。
※記入者以外の方の情報は、必ず本人の同意・承諾を得たうえでご記入ください。

第一生命では、記入いただいた内容を以下の業務などに活用します。
●関連会社・提携会社を含む各種商品・サービスの案内・提供
●第一生命の業務に関する情報提供・運営管理
※各種商品・サービスの詳細は、第一生命ホームページ
（https://www.dai-ichi-life.co.jp/）でご覧いただけます。

認知症について県や市町村がどのようなことに重点をおくべきだと思いますか？

□ア．普及啓発や情報提供
□イ．相談窓口・体制の充実
□ウ．早い段階から利用できる医療や介護などのしくみづくり
□エ．家族の身体的・精神的な負担を減らす取り組み
□オ．認知症の人が利用できる介護施設の充実
□カ．仕事と介護の両立支援を含めた経済的負担を減らす取り組み
□キ．その他（ ）
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「認知症」に関するアンケート調査

Q6
（複数回答可）

アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。
ご回答いただいた情報は集計のうえ、島根県にフィードバックさせていただく予定です。
以下に回答者さまの情報をご記入の上第一生命の生涯設計デザイナーへお渡しください。

は必ずご記入ください。

お届けしたのは・・・

デジタルブック（マンガ）
認知症の正しい理解を深めるため、島根県で
はマンガ「認知症のことで知っていてほしいこと」
を制作しています。
みなさんは「認知症」になった人にどんなイメージ
がありますか？認知症と診断されても100人い
れば100人みんな違います。
右に添付しているQRコードを読み取って、デジ
タルブック（マンガ）を是非、ご覧ください。

現在加入している保険の内容はわかりますか？

よくわかる なんとなくわかる あまりわからない

現在加入している保険のタイプは？ 保険料

全期型 更新型 わからない 約 円

現在加入している生命保険会社はどちらですか？(複数回答可)

第一 日本 住友 明治安田 かんぽ
共済 その他（ ）
担当者のフォローはありますか？
数ヶ月に1回 年1回 なし

資産運用に興味がありますか？

はい いいえ よくわからない


